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Ⅰ　産地競争力の強化を目的とする取組用

（秋田県　平成26年度）
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土地利用
型作物
（稲）

品質分析の結果、
食味値が3.2向上す
るとともにタンパク値
が0.26ポイント低下
し、かつ、分析結果
を施肥等生産技術
へ反映

食味値
71.8

タンパク
値

6.46%

72.2

6.45%

72.9

6.32%

75.0

6.20% 53.8%

　栽培管理カ
レンダーを全
戸配布するな
ど食味向上の
周知活動によ
り、食味値とタ
ンパク値は
年々改善して
きており、食味
値は1.1向上、
タンパク値は
0.14ポイント低
下したものの、
目標達成には
至らなかった。
分析結果は、
「お米通信簿」
として配布し、
施肥等生産技
術に反映させ
た。

土地利
用型作
物（稲）

事業実施地区にお
ける下位等級指数
を50%削減

11.9%
(事業実
施年度
前7中5
の平均)

4.60% 4.11% 5.95% 130.9% 　土づくりの励
行や生産技術
向上に向けた
取組により品
質の高位安定
化を図るととも
に、導入施設
による色彩選
別処理により、
下位等級指数
を65.5％削減
した。

集出荷貯
蔵施設（品
質向上物
流合理化
施設）

既存低温
倉庫をラッ
ク式倉庫に
改造、荷受
設備、調製
設備、色彩
選別設備、
均質化設
備、出荷設
備、検査設
備、等

処理量：
3,180ｔ<玄
米>
処理面積：
544.4ha

549,582,600 261,706,000 0 0 287,876,600 H25.11.19  　食味値とタンパク値
については、生産者へ
の栽培管理カレンダー
全戸配付や「お米の通
信簿」の発行など食味
向上の啓発を行った結
果、年々改善されてき
ているが、出穂後の多
雨による日照不足や倒
伏の発生などが影響し
たため目標達成に至ら
なかった。目標達成に
向けて、引き続き関係
機関と連携しながら高
タンパク値の生産者に
対して濃密的に指導す
るなど、底上げを図って
いきたい。
　下位等級指数につい
ては、土づくり肥料の散
布拡大と生産技術向上
による品質の高位安定
化を図るとともに、米の
色彩選別処理を行った
結果、大きく改善でき
た。また施設の集荷量
も年々増加し、物流合
理化と下位等級削減に
よる品質向上に大きく
寄与している。

　食味値及びタンパク
値については、「お米
通信簿」によるフィード
バックや栽培技術向上
に向けた啓発活動等の
取組を行い、年々改善
してきている。しかし、
土づくりや水管理、生
育診断に基づく追肥な
どの栽培技術が年々向
上しているものの気象
の影響もあり、目標達
成に至っていない。今
後は、JAや大仙市と連
携しながら、タンパク値
の低減が食味向上に与
える有効性などを周知
しながら、栽培技術の
情報提供や講習会によ
る栽培技術の定着に向
けた取り組みを支援す
る。
　米の下位等級指数削
減については、大きく目
標を達成しており、当該
施設の利用率も増加傾
向にあることから、施設
導入により品質向上と
物流合理化に大きく寄
与している。
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